
バージョンアップマニュアル

このたびは、本製品をご購入いただきまして、まことにありがとうございます。

本書では、新しいバージョンで対応した新機能の説明を記載しています。
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1 バージョンアップマニュアル

新しいバージョンで追加になった新しい機能の紹介や、品質向上項目を、バージョンごとに記載しています。
ご覧になりたいバージョンの「+」をクリックしてください。

Ver.6→Ver.7について

機能追加
☞「追加機能一覧」
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2 Ver.6→Ver.7について

2.1 追加機能一覧

2.1.1 2コマ目以降の画像を1コマ拡大表示するときに、プリント確認のお知らせを表示し
ないように設定できるようになりました。

メディアからのプリント時や「能力最優先 (1回スキャニング)」に設定時に、「ジャッジ画面」から2コマ目以降
の画像を「1コマ拡大表示」画面に切り替えるときに表示されるプリント確認のお知らせを、表示しないように
設定できるようになりました。
「1コマ拡大表示」画面の「プリント」ボタンを非表示に設定することで、プリント確認のお知らせを表示しな
いようになります。

（例）「1コマ拡大表示」画面

「プリント」ボタンは、1コマ拡大表示時に1度のスキャニングまたは読み込みで、設定を変えて様々なプリント
ができる機能です。

画面の表示方法

「オーダー画面」で「F」ボタンをクリック → “メニュー” → “拡張メニュー” → “機能選択” → 「機能選択」
画面で「プリント動作」タブをクリック

（例）「1コマ拡大表示画面のプリント機能」

番号 項目
1 ☞「2.1.1 2コマ目以降の画像を1コマ拡大表示するときに、プリント確認のお知らせを表示しないよ

うに設定できるようになりました。」
2 ☞「2.1.2アルバムプリントで、画像はめ込み領域が１つのテンプレートを使用する場合、「ジャッジ

画面」でプリント枚数を指定できるようになりました。」
3 ☞「2.1.3プリント枚数が最大9,999枚まで設定できるようになりました。」
4 ☞「2.1.4リフレッシュレートの初期化(75Hz)をするかどうか選択できるようになりました。」
5 ☞「2.1.5ネットオーダーモードを使用して受け付けた画像に対して、自動補正を行えるよに設定で

きるようになりました。」

選択項目 内容

無効 「1コマ拡大表示」画面の「プリント」ボタンは非表示になります。
また、メディアからのプリントやフィルムのスキャニング方法を「能力最優先 (1
回スキャニング)」に設定している場合は、2コマ目以降の画像を1コマ拡大表示す
るときに、「1522 選択された画像より前のコマのプリントを行ってもよろしいで
すか?」のお知らせ画面が表示されません。

有効 「1コマ拡大表示」画面の「プリント」ボタンは表示されます。
また、全てのプリントで、2コマ目以降の画像を1コマ拡大表示するときに、
「1522 選択された画像より前のコマのプリントを行ってもよろしいですか?」の
お知らせ画面が表示されます。
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2.1.2 アルバムプリントで、画像はめ込み領域が１つのテンプレートを使用する場合、
「ジャッジ画面」でプリント枚数を指定できるようになりました。

（例）「ジャッジ画面」

2.1.3 プリント枚数が最大9,999枚まで設定できるようになりました。
エディットモードのタイリングプリントを作成する場合、プリント枚数は最大999枚です。

（例）「オーダー画面」

2.1.4 リフレッシュレートの初期化(75Hz)をするかどうか選択できるようになりました。
いままでは、本製品起動時にモニターのリフレッシュレート*1の初期化を行い設定を75Hzにしていましたが、
この初期化を行うか、行わないかを選択することができるようになりました。
モニター画面にちらつきがあり、リフレッシュレート*1の設定を変更している場合は、 （チェックなし）にす
ると、変更した設定のまま、本製品を使用することができます。

*1. リフレッシュレートとは、モニターが 1 秒間に画面を書き換える回数です。単位はHzで、リフレッシュレートの設定が
60Hzのモニターは、 1 秒間に 60 回画面を書き換えます。リフレッシュレートの数値が高いほど、ちらつきを抑えた画面
を表示することができます。

この設定は、QSS-Kidsでも有効になります。

画面の表示方法

「オーダー画面」で「F」ボタンをクリック → “メニュー” → “拡張メニュー” → “機能選択” → 「機能選択」
画面で「表示・操作」タブをクリック

（例）「リフレッシュレートの初期化(75Hz)をする」
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*1. リフレッシュレートとは、モニターが 1 秒間に画面を書き換える回数です。単位はHzで、リフレッシュレートの設定が
60Hzのモニターは、 1 秒間に 60 回画面を書き換えます。リフレッシュレートの数値が高いほど、ちらつきを抑えた画面
を表示することができます。

2.1.5 ネットオーダーモードを使用して受け付けた画像に対して、自動補正を行えるよに
設定できるようになりました。

ネットオーダーモードを使用して、受け付けた画像に対して、自動補正を行うか、行わないかを選択すること
ができるようになりました。

画面の表示方法

「オーダー画面」で「F」ボタンをクリック → “メニュー” → “拡張メニュー” → “機能選択” → 「機能選択」
画面で「ネットオーダー」タブをクリック

（例）「機能選択」画面の「ネットオーダー」タブ

選択項目 内容

（チェックあり） 本製品起動時に、リフレッシュレート*1の初期化を行い、リフレッシュレートの
設定を75Hzにします。（初期設定は （チェックあり）です。）

（チェックなし） 本製品起動時に、リフレッシュレート*1の初期化を行いません。

選択項目 内容

（チェックなし） 受け付けた画像に対して、自動補正を行いません。
（チェックあり） 受け付けた画像に対して、自動補正を行います。

参考
• プリント指示をしている端末の設定によっては、補正されない場合がありま
す。
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